
 

 

趣味は、人生をより楽しく、豊かにする 
校 長 竹谷 浩一 

 

 「１ あなたには「趣味」がありますか。 ２ それは何ですか。 ３ いつ頃からですか。  

 ４ 趣味があって良かったことはありますか。」 

誰でも、相手の趣味を聞いたり自分の趣味を話したりしているうちにお互いの距離がグッと近付き

それ以来仲良しになったという経験が一度はあると思います。趣味は人と人とをつないでくれます。

仲間づくりのきっかけとなり、人生がより楽しく、豊かになりますね。 

 

アンケート結果から、多くの子どもが趣味をもっていることが分かります。ない人は誰かとつなが 

る趣味をこれから見つけてほしいです。今は友だちや流行から影響を受けていても、一生涯楽しめる 

趣味にいつかきっと出会うはずです。（そう願っています ①） 

 以前、私が担当した高学年の学級に、勉強が趣味という子がいて、「勉強が趣味になったきっかけ 

は？」と聞いてみたところ、その子は、「何歳の時だったか覚えていないけど、寝る前にお母さん 

が絵本を読んでくれて…。次の日の朝、その絵本を自分でもう一回読んでみたのがきっかけかな。」 

と答えてくれました。それなら趣味は読書になると思いますよね。でもその子は、「いろいろな本を 

読んでいるうちに、中に出てくる言葉の意味や地名等いろいろ知りたくなって、自分で調べるように 

なった。」と続けて話してくれました。 

私はこれまでの教員人生で、のべ 1,000人以上の子どもを担任してきました。教員１年目に担当し 

た５年生の子どもたちは現在、４５歳です。あの時の子どもたちは今、世界の何処かで趣味を楽しみ 

ながら、豊かな人生を送っていると思います。（そう願っています ②） 

 

私たちには、１日 24時間、週 168時間、月 720時間、年 8,760時間の中で、寝ている時間、学校 

や習い事等の時間を差し引くと、意外と自由な時間が少ないことに気付きます。それでも子どもたち 

には、大人にはない自由な時間があります。その多くをゲームに費やすのか、バランスよく勉強やス 

ポーツ、友だちと遊ぶ時間に充てるのか、子どもが自由に決めているケースが多いと思います。大人 

になったら他人にとやかく言われたくありませんから、子どもには多様な経験の中から自分にあった 

趣味を見つけて、誰かとつながってほしいですよね。さて、お子さんが自由な時間をどう過ごしてい 

るか意外と知らないものです。大切な時間の使い方について一度話し合ってみてはいかがですか。 

 

校長のつぶやき 
今年もインフルエンザが猛威を奮っています。本校でも罹患する児童やその保護者が増加傾向にありま

す。学級閉鎖も実施しました。学校では校内音楽会、土曜授業日（音楽発表会）が終わり、子どもたちも何
となく気持ちが緩みますね。また、２２日（土）には PTA 主催の「逃走中」が行われました。本物さながらの
ハンターから逃げ回る子どもたちの表情が印象的でした。関係者の皆さん、お疲れさまでした・・・。 
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～ よく学び 笑顔いっぱい 一人ひとりが輝く教育の推進 ～ 

 

令和７年 11月 18日（火）実施 ６学年１クラス 回答数 30   ※上位から順に抜粋して記載 

１ あなたには「趣味」がありますか。  ⇒  はい（ 29 ） ・ いいえ（ 1 ） 

２ それは何ですか。          ⇒  ゲーム、運動、推し活、シール集め、読書 等 

３ いつ頃からですか。         ⇒  ３歳くらい、低学年くらい、５年生くらい 等 

４ 趣味をもって良かったことはありますか？ 

  ⇒ 得意だと誰かに言える、友だちができた、ストレス発散、気持ちが楽になる、モチベが上がる 

    退屈しない、私生活に目的ができた、暇つぶしができる、メンタルが保てる 等 


